
別紙１　審査項目１・２・３の評価基準

判定基準 小計

同種業務の実績
（実績の有無、件数）

過去の実績（３件）を評価する。
同種業務の実績がある。

※３件の中からハイポイントの１件を記入

5

地域実績

下記の地域内で業務実績がある場合に評価
する。
①千葉県内
②東京都、神奈川県、埼玉県、茨城県
※３件の中からハイポイントの１件を記入

①＝5
②＝3

5

流動比率
直近の流動比率を下記の順位で評価する。
①120％以上
②100%以上120％未満

①＝3
②＝1

3

3

見積価格

見積価格を以下の方法により点数化する。
評価点＝（最低見積価格÷見積価格）×配点
（25点）
小数点第二位以下切り捨てとする。

25

別紙２　審査項目４の評価基準

①極めて
良好

②良好 ③普通
④やや
不十分

⑤不十分

業務に対する理解 5 4 3 2 0

業務の実施体制 6 4 3 2 0

指導員の配置・雇用・研
修・指導計画

10 8 6 4 0

危機管理 10 8 6 4 0

学校等との連携・協力・交
流

6 4 3 2 0

適切な児童の健全育成 10 8 6 4 0

長期休業中の昼食の提供 5 4 3 2 0

質問に対する適正 5 4 3 2 0

全体評価 5 4 3 2 0

2
経
営
状
況

小　　　　　　　計

3
価
格
の
適
正

評価項目

4
企
画
提
案
書
に
対
す
る
評
価

指導員の配置は安定的に業務を行えるものとなっている
か。
長期休暇中の指導員確保、指導員の休暇確保について
示されているか。
指導員への研修・指導を適切に行えるものになっている
か。

危機管理体制が適切に構築されているか。
事故発生時の対応、事故防止の取り組みは妥当か。

評価事項

昼食を提供する体制が確保されているか。
提供方法や提供内容に工夫があるか。

６２点満点

学校、保護者、地域等との連携、交流の取り組みが示さ
れているか。

事業の実施方法は児童に適切な保育と遊びの場を提供
できるもので、かつ実現性があるか。
実施内容に独自性があるか。

質問に対する応答が明朗で、かつ迅速であるか。

プレゼンテーションにおける取組姿勢は適切か。

小　　　　　　　　　　　計

３８点満点

評価の着眼点 評価の割合

10

評価項目

1
業
務
経
歴

評価基準点

本業務の専門性、保育水準を適切に理解しているか。

管理責任者・担当者について
○事業についての経験、知識が豊富であるか。
○（他事業と兼務する場合）手持ち業務が多すぎるなど
不適切な配置となっていないか。


